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・ 震災前に右前帯状皮質の脳体積の減少がみられる被災者が、
震災後PTSD症状が有意に出現している

(前帯状皮質:恐怖や不安の処理に関与)

震災前から高リスクの人は、PTSD症状の発症リスクが高い

。PTSD発症者では、左眼嵩野前頭皮質の脳体積が減少

(眼嵩野前頭皮質 :条件づけ恐怖記憶の消去に関与)

恐怖や不安の処理の機能不全がPTSD症 状の誘因として関与

わかりにくいPTSD症状

・ 怖い体験をしたところから避ける
。地震の話をしようとしない

・ 家から出ようとしない(引きこもりがち)

・ 表情の変化が少なくなる

・ 今まで好きだつた行動をしなくなる
。親から離れにくくなる(分離不安)

・ 赤ちゃんがえり(退行)

・ なんとなくば―としている時間がある
C悪夢を見る。夜鳶症

・ 身体化する
0年齢不相応な大人びた態度

・ 自分より他者を心配し世話を焼きたがる

皿.ケース3 NIRSI果
全チャンネルにおけるEMDRtッション中の酸素化ヘモグロビンの

左綿一疎

PttSD

・ PTSDの 3症状

1)再体験。侵入症状

2)回避・麻痺

3)過覚醒

・ 見逃しやすいPTSD:回 避・麻痺・解離

無意識のうちに心理的に自分を守るため、トラウマ
に関連した物事から逃避する…・回避

精神活動自体を抑制する―・麻痺・解離
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